
第２学年 数学科学習指導案 

 
１ 単元名   図形の調べ方 

 
２ 単元について 

本単元では，対頂角や平行線の性質，三角形や四角形などの多角形の角の大きさについての性質を，論理的

に筋道を立てた推論を行って調べることができるようにする。その際，図形をよく観察したり，作図したりす

る操作や実験などの活動を通して，その推論の過程を自分の言葉で，他者に伝わるように分かりやすく表現で

きるようにすることをねらいとしている。演繹的に導くことについては，小学校算数科でも素地的な経験をし，

中学校第１学年では，平面図形の作図の場面や空間図形の構成等の場面でも，それまでに学習してきた事柄を

根拠にして理由を述べることを学習してきている。これらのことを踏まえて，数学的な推論の方法とその特徴

を理解し，必要に応じて適切に使えるようにするとともに，論理的に考察し表現する能力の育成を目指したい。

数学的な推論の必要性と意味及びその方法を理解し，これらを用いる学習は，図形の領域だけで行なわれるも

のではなく，他の領域でも必要に応じて行われるものであるため，今後の学習につながる重要な単元である。 

  平成 27 年度佐賀県小・中学校学習状況調査［12 月調査］（第２学年）の調査結果を見ると，「証明の必要性

と意味を理解している」の設問について，県正答率は22.0，無解答率は3.5であり，証明の意義についての理

解は十分ではなかった。また，平成28年度全国学力・学習状況調査(第３学年)の調査結果を見ると，「証明の

必要性と意味を理解している」の設問について，正答率は 57.2，無解答率は 1.4 であり，「おおむね達成」の

基準を上回っていたが，「筋道を立てて考え，証明することができる」の設問について，正答率は 32.5，無解

答率は 26.6，「付加された条件の下で，新たな事柄を見いだし，説明することができる」の設問について，正

答率は32.7，無解答率は34.0であり，「おおむね達成」の基準を下回り課題が見られる。このことから，証明

や成り立つ事柄について，理由や根拠を明らかにしながら説明することについては苦手意識をもっていると思

われる。 

  本学年は，ほとんどの教科で２クラス編成の少人数授業を行っている。特に，数学科では３クラス編成の習

熟度別少人数授業を行っている。本学級の生徒は，習熟度で分けたうちの中位に属する生徒の集団である。本

学級の生徒に対して，事前に授業アンケートを行った。各項目について，「とてもあてはまる・あてはまる」と

いう回答をまとめた結果の一部を以下に示した。 

 

本学級の生徒は，９割程度の生徒が「数学は楽しい」と感じており，与えられた課題に対しても意欲的に

取り組む生徒が多い。また，基本的な技能については身に付いている生徒が多く，計算問題などには好んで取

り組んでいる。しかし，５割程度の生徒が「数学は苦手だ」と感じており，自分の考えに自信がもてず，意見

や発言を発することに対して消極的な姿勢の生徒が多い。特に，自分の考えを説明したり，根拠を基に説明し

たりすることについては苦手意識をもつ生徒が多い。 

  指導に当たっては，まず観察，操作や実験などを通して，対頂角の性質や平行線の性質を確認したり，角の

大きさなどの値を求めたりする学習に取り組ませる。そこから，その事柄の根拠を明らかにさせることで，筋

道立てて説明することへと促したい。そこで，はじめは根拠を明らかにして説明し伝え合う活動を通して，推

論の過程を自分の言葉で他者に分かりやすく表現することに留意したい。 

証明を書くことの指導に当たっては，単に形式的な証明の記述を要求するのではなく，まずは証明の構想や

方針を立てさせることを大切にしたい。そして，それを基に証明に用いる言葉や用語，記号を使うことに慣れ

るようにし，漸次，推論の過程を正確に，しかも分かりやすく表現する能力を高めていくようにする。また，

いろいろな証明を比較したり評価したりする活動を通して，複数の証明に気付かせたり，演繹的な証明の必要

性についての理解を深めさせたりしたい。グループ等での話合い活動を適宜取り入れることで自分の言葉で説

明することへの抵抗感を和らげるようにし，学習を進めていくようにしたい。 

 

 

「数学の授業は好きだ」…84.3 ，「数学の授業はわかりやすい」…89.5 

「数学は楽しい」…89.5 ，「問題を解けると楽しい」…100.0 

「難しい問題でも，何とかして自分の力で解きたい」…78.9 ，「数学は苦手だ」…52.6 

「図形の問題を解くのはおもしろい」…68.4 ，「文章題を解くのはおもしろい」…26.4 
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３ 単元の目標 

 (1) 観察，操作や実験などの活動を通して，対頂角や平行線の性質を見いだそうとしている。 

(2) 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明することができる。 

(3) 平行線の性質や三角形の角についての性質などを，簡潔に表現したり，角の大きさなどを求めたりするこ

とができる。 

(4) 図形の性質が成り立つ理由を説明する方法や図形の証明の必要性と意味を理解している。 

 
４ 単元の評価規準 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形などに 

ついての知識・理解 

様々な事象を平行線の性

質，三角形の角についての

性質などで捉ええたり，平

面図形の基本的な性質や

関係を見いだしたりする

など，数学的に考え表現す

ることに関心をもち，意欲

的に数学の問題の解決に

活用して考えたり判断し

たりしようとする。 

平行線の性質，三角形の角

についての性質などにつ

いての基礎的・基本的な知

識及び技能を活用しなが

ら，事象を数学的な推論の

方法を用いて論理的に考

察し表現したり，その過程

を振り返って考えを深め

たりするなど，数学的な見

方や考え方を身に付けて

いる。 

平行線の性質，三角形の角

についての性質などを，数

学の用語や記号を用いて

簡潔に表現するなど，技能

を身に付けている。 

平行線の性質，三角形の角

についての性質などを理

解し，知識を身に付けてい

る。 

 

５ 単元の指導計画と評価計画（全16時間） 

節 項 時数（時間） 

１ 平行と合同 

１ 角と平行線 ３ 

１６ 

２ 多角形の角 ４ 

３ 三角形の合同 ３ 

２ 証明 

１ 証明とそのしくみ ３ 

２ 証明の進め方 
２ 

（本時１／２） 

単元のまとめ １ 単元テスト １ 

 

「○」…指導に生かすための形成的な評価，「◎」…単元における総括の資料とするための記録に残す評価 

時 
間 ねらい 学習活動 

評価規準・評価方法 
数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な 

見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などに 
ついての知識・理解 

１ 小単元１ 

観察，操作や実

験などを通し

て，対頂角の性

質，平行線の性

質，平行線にな

る条件につい

て理解するこ

とができる。 

観察，操作や実験な

どを通して，対頂角

の性質や平行線と角

の関係について考

え，角の性質につい

て理解する。 

◎平行線や角の性

質に関心をも

ち，その性質を

帰納的に確かめ

て演繹的に導い

たり，それを用

いて角の大きさ

を求めたり，直

線の位置関係を

表したりしよう

としている。 

〔観察・ノート〕 

○「対頂角は等し

い」ことを，帰納

的な推論や類推

を用いて考える

ことができる。 

〔観察・ノート〕 

 ○対頂角の意味を

理解している。 

〔観察・ノート〕 

２ 同位角や錯角の位置

関係を知り，平行線

と同位角の関係につ

いて理解する。 

 ○対頂角，同位角，

錯角の大きさを

求めることがで

きる。 

〔観察・ノート〕 

○対頂角，同位角，

錯角の性質を理

解している。 

〔観察・ノート〕 

３ 平行線と錯角の関係

について理解する。 
 ◎対頂角，同位角，

錯角の大きさを

求めることがで

きる。 

〔小テスト〕 

◎対頂角の性質，

平行線の性質，

平行線になる条

件を理解してい

る。 

〔小テスト〕 
４ 小単元２ 平行線と角の性質を ◎多角形の角につ ○「三角形の内角  ○「三角形の内角
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三角形の内角・

外角の性質に

ついて理解し，

多角形の内角

の和や外角の

和を求めるこ

とができる。 

 

 

利用して，「三角形の

３つの角の和が

180°である」ことを

考える。 

いての性質に関

心をもち，既習

のことに帰着さ

せるなどして，

多角形の内角や

外角の和などを

考えようとして

いる。 

〔観察・ノート〕 

の和が 180°で

ある」ことなど

を，平行線の性

質を用いて説明

することができ

る。 

〔観察・ノート〕 

の和は 180°で

ある」ことを，帰

納的な方法で示

すことと，演繹

的な方法で示す

ことの違いを理

解している。〔観

察・発言〕 
５ 三角形の内角・外角，

３つの三角形（鋭角・

鈍角・直角）について

理解する。 

  ◎三角形の内角・

外角の性質や３

つの三角形(鋭

角・鈍角・直角)

について理解し

ている。 

〔小テスト〕 
６ 三角形の角の性質な

どを利用して，多角

形の内角の和につい

て考える。 

◎多角形の内角の

和を予想し，そ

れが正しいこと

を既習のことに

帰着させて考え

ることができ

る。 

〔小テスト〕 

○多角形の内角の

和を求めること

ができる。 

〔観察・ノート〕 

 

７ 三角形の角の性質な

どを利用して，多角

形の外角の和につい

て考える。 

 ◎多角形の内角の

和と外角の和を

求めることがで

きる。 

〔小テスト〕 

◎多角形の内角の

和と外角の和の

求め方を理解し

ている。 

〔小テスト〕 
８ 小単元３ 

合同な図形の

性質，三角形の

合同条件につ

いて理解し，簡

単な場合に三

角形の合同条

件を利用する

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

合同な図形の性質に

ついて理解する。 
◎合同な図形の性

質や三角形の合

同条件に関心を

もち，それらを

見いだそうとし

ている。 

〔観察・ノート〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○２つの三角形が

合同であること

や，辺や角の関

係などを記号を

用いて表した

り，その意味を

読み取ったりす

ることができ

る。 

〔観察・ノート〕 

◎図形の合同の意

味を理解してい

る。 

〔小テスト〕 

９ 

 

 

 

 

 

合同な三角形をかく

方法を考えることを

通して，三角形の合

同条件について考え

る。 

○三角形の決定条

件を基にして，

２つの三角形が

合同になるため

の条件を見いだ

すことができ

る。 

〔観察・ノート〕 

 ○合同な図形の性

質や三角形の合

同条件について

理解している。 

〔観察・ノート〕 

 

10 三角形の合同条件に

ついて理解し，２つ

の三角形が合同かど

うかを，合同条件を

用いて考える。 

○２つの三角形が

合同かどうか

を,用いる合同

条件を明らかに

して判断するこ

とができる。 

〔観察・ノート〕 

◎２つの三角形が

合同であること

や，辺や角の関

係などを，記号

を用いて表すこ

とができる。 

〔小テスト〕 

 

11 小単元４ 

証明の意味と

仮定から結論

を導く証明の

しくみについ

て理解するこ

とができる。 

証明の意味や仮定，

結論について知る。 
◎図形の性質など

を証明すること

に関心をもち，

その必要性と意

味を考えたり，

証明の方法につ

いて考えたりし

 ○仮定や結論など

を，記号を用い

て表すことがで

きる。 

〔観察・ノート〕 

○証明の意味や，

仮定と結論の

意味を理解し

ている。 

〔観察・ノート〕 
12 証明の道筋や必要性

について理解する。 

○図形の性質など

を証明するため

○命題の仮定や結

論などを記号を
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ようとしてい

る。 

〔観察・ノート〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に，構想や方針

を立てることが

できる。 

〔観察・ノート〕 

用いて表した

り，その意味を

読み取ったりす

ることができ

る。 

〔観察・ノート〕 
13 証明の必要性や証明

の方法について考え

る。 

◎すでに正しい事

柄を根拠にし

て，仮定から結

論を導く証明の

筋道を考えるこ

とができる。 

〔観察・ノート〕 

 ○証明の必要性や

証明の方法を理

解している。 

〔観察・ノート〕 

14 

 

本 

時 

小単元５ 

三角形の合同

条件を 使っ

て，簡単な図

形の性質を証

明することが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三角形の合同条件を

使った証明の進め方

について考える。 

◎三角形の合同条

件を用いて図形

の性質などにつ

いて考えようと

している。 

〔観察・ワークシ

ート〕 

〇すでに正しい事

柄を根拠にし

て，仮定から結

論を導く証明の

筋道を考えるこ

とができる。 

〔観察・ワークシ

ート〕 

  

15 三角形の合同条件を

使って証明する。 
○構想や方針を基

にして，仮定な

ど根拠となる事

柄を明らかに

し，筋道立てて

結論を導くには

どうすればよい

かを考えること

ができる。 

〔観察・ノート〕 

○命題の仮定や結

論などを記号を

用いて表した

り，その意味を

読み取ったりす

ることができ

る。 

〔観察・ノート〕 

○証明のための構

想や方針の必要

性と意味を理解

している。 

〔観察・ノート〕 

16 単元のまとめ

をする。 

単元テストを解く。  単元テストの結果を基に，これまでの評価結果を補正する。 

 

６ 本時の学習 

 ・図形の調べ方（本時14／16） 証明の進め方 （本時 １／２） 
 
７ 本時の目標 

 ・三角形の合同条件を使った証明の進め方について考えることができる。 

 
８ 本時の評価規準 

 ・三角形の合同条件を用いて図形の性質などについて考えようとしている。 

                             (小単元で評価)【数学への関心・意欲・態度】 

・すでに正しい事柄を根拠にして，仮定から結論を導く証明の筋道を考えることができる。 

                                     【数学的な見方や考え方】 
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９ 本時の展開 

過 
程 

学習活動 
 
 

形 
態 

○：教師の支援及び指導上の留意点 
（●：数学的活動における教師の支援） 
※：評価の観点と方法  

つ 
か 
む 

１ 「証明のしくみ」について確認する。 
≪予想される生徒の反応≫ 
 ・難しくてよくわからない。 
 ・少しは覚えているけど。 
 
２ 本時の学習内容を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪予想される生徒の反応≫ 

 ・△OAPと△OBQは合同になりそうだ。 

・APとBQが同じ長さになるんだな。 

 ・何をすればよいのか分からない。 

斉 
 
 
 
 
 
 
 

○前時で学習した「証明のしくみ」について，丁寧に

確認させる。また，電子黒板を利用して，正しいと

認められる事柄にはどのようなものがあったかを

表示しながら，一つ一つ確認させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○電子黒板で図を表示し，課題を把握させる。 
○本時のめあてにつながる発言を，既習事項とつなげ

ながら仮定と結論を確認するなどして生徒から引

き出すような発話を工夫する。 
 
 
 
 

見 
通 
す 

３ 〔課題１〕に取り組む。 
 

（1) 仮定と結論を記号で表す。 
≪予想される生徒の反応≫ 

 ・仮定は ℓ //m （ℓ とm が平行） 

 ・仮定はAO＝BO（ABの中点がO） 

 ・結論はAP＝BQ 

（2) 例示されている証明の筋道が通って

いるか判断する。 
≪予想される生徒の反応≫ 
 ・正昭さんの証明は，正しいと思う。 
 ・直さんの証明は，途中で結論を使ってい

るので誤りだと思う。 
 ・謙太さんの証明は，三角形の合同条件が

記述されてないので誤り。 
 ・正しいのか誤りなのか，判断できない。 

斉 
 
 
 
 

○本時のめあてを確認し，学習の見通しをもたせる。 
 
○仮定と結論が分かっていない生徒については，既に

分かっている事柄が仮定，証明したい事柄が結論で

あることを確認する。 

 

 

○活動が停滞している生徒には，電子黒板で既に分か

っている事柄を示し，参考にするよう助言したり，

仮定と結論を示し，合同条件の根拠となることを確

認させたりする。 

練 
り 
合 
う 

４ グループ内で確認する。 

 

 
 
≪予想される生徒の反応≫ 
 ・どのように考えたらいいのか分からな

いから，友だちに尋ねてみよう。 
 ・こんな風に考えてみたら分かるよ。 

Ｇ 
 
 
 
 
 
 
 

○机をしっかりつけるように指示を行う。 

●自分が「正しい」，「誤り」と判断した理由や根拠

を，ワークシートの記述を基に，数学的な表現を用

いて，相手が納得できるように説明し合うように指

示する。 

 

○活動が停滞している生徒には，既に分かっている事

柄や根拠を図の中に印を付けさせることで，グルー

：取り入れる数学的活動 

〔課題１〕 

 右の図で，ℓ //mとして，ℓ 上の点Ａと 

m上の点Ｂを結ぶ線分ＡＢの中点をＯとします。 

点Ｏを通る直線nが，ℓ ，mと交わる点を， 

それぞれＰ，Ｑとするとき， 

ＡＰ＝ＢＱ となることを証明したい。 

【数学的活動】ウ 
 自分の考えを人に伝える活動・人の考
えを理解する活動 

三角形の合同条件を使った証明の進め方を考えよう。 
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 ・自分の考えとは違うみたいだけど，ど 
  う考えたのかな。 
 
５ 全体で確認する。 
 

 
 
 
斉 
 

プ内で出された意見を整理させる。 

 

 

○生徒の発表を基に，全体で確認する。 

 

深 
め 
る 

６ 〔課題２〕に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪予想される生徒の反応≫ 
 ・仮定はBM＝CM，BD//AC 

・結論はBD＝CA 

 ・△BMDと△CMAの合同を証明すれば 

いいのかな。 

 ・対頂角が使えそうだ。 

 ・平行線の錯角が使えるかもしれない。 

 ・何をすればいいのか，分からない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

７ 全体で確認する。 

 

斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
斉 

○電子黒板で，〔課題２〕の条件を確認し，内容を確

認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●〔課題１〕の証明と比較させることで，根拠となる

事柄に気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒の発表を基に，全体で確認する。 

 

ま 
と 
め 
る 

８ 本時の学習について振り返る。 
 
 
 
 

斉 
 

○評価を行うための資料とするため，生徒が記入した

ワークシートを回収する。 

 

※ 形態の欄の「斉」「個」「Ｇ」はそれぞれ以下のような活動を示している。 
 斉・・・一斉活動  個・・・個人活動  Ｇ・・・グループ活動 
 

〔課題２〕 

右の図のように，△ABCの辺BCの中点をMとし， 

AMの延長と頂点Bを通り辺ACに平行な直線との 

交点をDとするとき，BD＝CAであることを証明したい。 

(1) 仮定と結論を書きなさい。 

(2) どの２つの三角形の合同を示せばよいですか。 

(3) このことを証明しなさい。 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)：どの２つの
三角形の合同を示せばよいかを理解し，根拠を
基に，「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等
しい」ことを用いることができる。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と判断される生徒へ
の指導：電子黒板で，問題の条件から等しいと
いえる辺や角について提示し，図に印を付ける
ように促す。その後，課題１の証明を参考にし
ながら証明を書き進めるように助言する。 

【数学的活動】オ 
 発展的に考える活動 

※すでに正しい事柄を根拠にして，仮定から結論
を導く証明の筋道を考えることができる。 

【数学的な見方や考え方】  

(観察・ワークシート) 
 
「十分満足できる」状況（Ａ）：どの２つの三角
形の合同を示せばよいかを理解し，根拠を基
に，「１組の辺とその両端の角がそれぞれ等し
い」ことを用いて合同を証明し，結論を導き出
すことができる。 
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